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はじめに
ミズムシ類はワラジムシやフナムシを含む甲殻
綱等脚目の一群であり，これまでに世界中から約
２０００種が知られている．生息域は幅広く，河川，
湖沼，地下水等の陸水域や汽水域，海洋の潮間帯か
ら約１万メートルの深海底にまで及ぶ．日本では河
川の汚い水の環境指標として淡水棲種のミズムシ
Asellus hilgendorfii Bovallius, 1886 がよく知られ
るが、むしろ海洋に多くの種が生息するグループで
ある．
世界的にみて北太平洋はミズムシ類の豊富な海
域であり，これまでに多くの種が報告されている．
特にコマンドル諸島，カムチャツカ半島，サハリ
ン，クリル諸島沿岸はロシア人研究者によって詳
細に調査され，現在までに約５０種が報告されて
いる．一方、極東ロシアに地理的に近い北海道沿
岸からは１０種が報告されているが（Nunomura 
1991; Shimomura & Mawatari 2001, 2002），利
尻島からの報告はなかった．そこで，本研究では利
尻島の潮間帯にどのようなミズムシ類が生息してい
るか調査を行った．その結果，２科３種のミズムシ
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Abstract: Three species of asellotes (Crustacea: Isopoda) were recorded from Rishiri Island, off Hokkaido, 

northern Japan. Of these, Ianiropsis kinkaidi Richardson, 1904 are reported from Japanese waters for the 

first time.

類を採集した．この中には本邦初記録の Ianiropsis 
kinkaidi Richardson, 1904 を含んでいた．本論文
ではこれらの種を採集データとともに報告する．ま
た，今回得られた種を含む北海道産全種の検索表を
示す．

材料と方法
ミズムシ類は転石や海藻等の上で生活する葉上動
物のため，採集はそれらの基質を採取することによ
り行った．採取した基質を海水を満たしたバケツの
中で洗い，残った海水を０．５ｍｍメッシュのふる
いで濾し，ふるい上に残ったミズムシ類を拾い出し
た．
以上の採集で得たミズムシ類を７０％エタノール
で固定・保存した．標本は実体顕微鏡下で附属肢を
柄付き針ではずしたのち，スライドグラス上にガム
クロラールで封入し，生物顕微鏡を用いて形態観察
を行った．
本研究で得られた標本は全て利尻町立博物館に保
管する．
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結果

Munnidae　ムンナ科
１．Munna japonica Shimomura & Mawatari, 
2002
Munna japonica Shimomura & Mawatari, 
2002: 52-55, figs 3-4

標本情報： 抱卵雌１個体，体長 1.3 ｍｍ，海藻上，
沼浦，2001. 7. 20．
　

２．Uromunna serricauda Müller, 1992
Uromunna serricauda Müller, 1992: 
220-225, figs 1-28; Shimomura et al., 
2001: 3; Shimomura & Mawatari, 2002: 
67-70, figs 11-12.

標本情報 : 抱卵雌１個体，体長 1.0 ｍｍ，未成熟
雌１個体，体長 0.9mm，スガモ上，野塚 , 2001. 7. 
22； 抱卵雌１個体，体長 0.8mm, 転石下，野塚，
2001. 7. 21； 雄１個体，体長 0.7mm，係留ロープ，

Fig. 1. Ianiropsis kinkaidi Richardson, 1904： a, 雄，背面； b, 雄第１腹肢，腹面．（スケールは０．５ｍｍ）
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南浜，2001. 7. 21.

Janiridae ウミミズムシ科
３．Ianiropsis kinkaidi Richardson, 1904 (Fig. 
1a, b)
Janiropsis kinkaidi Richardson, 1904a: 
221-222, figs 102-107; Richardson, 
1904b: 665, figs 7-12; Richarson, 1905: 
456-457, figs 509-514; Gurjanova, 
1936a: 44-45, fig. 12; Gurjanova, 
1936b :  258 ;  Gur j anova ,  1950 :  
281-282.

Ianiropsis kinkaidi kincaidi Menzies, 
1952: 136, figs 56c, 57a-e; Wolff, 1962: 
253; Schultz, 1969: 264, fig. 417a, d.

Ianiropsis kinkaidi: Kussakin, 1962a: 
44-46, fig. 22; Kussakin, 1974: 258, 
260, fig. 23; Kussakin & Mezhov, 1979: 
149-150; Mezhov, 1981: 18.

Ianiropsis pugettensis Hatch, 1947: 172, 
figs 170-171.

標本情報：抱卵雌１個体，体長 2.4mm，未成熟
雌５個体，体長 0.9mm - 2.4mm，雄３個体，体長
1.3mm - 3.4mm，係留ロープ，南浜，2001. 7.22.

考察
今回の調査で得られた３種のミズムシ類につい
て，以下に若干の考察を行う．
ム ン ナ 科 の Munna japonica と Uromunna 
serricauda は，日本沿岸に広く分布する種である
(Shimomura & Mawatari 2002)．両種は北海道
島の西部沿岸から知られているが，今回の利尻島か
らの発見は最北の生息記録となる．これまでに綿密
に調査の行われている極東ロシア海域から記録が無
いことを考えれば，利尻島は両種の分布の北限に当
たる可能性がある．
ウミミズムシ科の Ianiropsis kinkaidi は現在ま
でにクリル列島，カムチャツカ半島，サハリン沿岸
とピョートル大帝湾，そしてアラスカ，カリフォ

ルニア沿岸から知られる種であり，今回の利尻島
からの発見は本邦初記録となる．Ianiropsis 属は
これまでに日本沿岸から，ウミミズムシ Ianiropsis 
longiantennata Thielemann, 1910 とアリソウミ
ミズムシ I. serricaudis Gurjanova, 1936 が知ら
れ，これらの３種の外見はよく似ている．しかし，
Ianiropsis kinkaidi は雄第１腹肢 (Fig. 1b) の後端
の側方突起がほぼ真横に向かって伸長する点が特徴
であり，ウミミズムシとアリソウミミズムシから容
易に区別できる（後者２種の雄第１腹肢側方突起は
より後方に向かって伸長する）．Ianiropsis 属はこ
れらの他にも多くの種が極東ロシアや韓国から知ら
れている (Kussakin 1988, Jang & Kwon 1990)．
今後調査が進めば，多くの種が日本沿岸に生息して
いることが明らかにされるものと考えられる．今後
の研究が待たれる．
本調査で得られた種に加え，これまでに北海道沿
岸から知られる１１種のミズムシ類の検索表を示す．

《北海道沿岸産ミズムシ亜目全種の検索表》

 1 眼は頭部の直上にあり，眼柄状突起を持たない．
尾肢に原節を持つ．・・・・・・・・・・・2

 1 眼はないか、ある場合は飛び出た眼柄状突起上
に位置する．尾肢に原節は無い．・・・・・3

 2 頭部の前縁中央は突出し額角を形成する．第２，
第３胸節側縁は深く切れ込み２葉に分かれる
・・・ Janiralata kurilensis Kussakin, 1962

 2 頭部に額角を持たない．第２，第３胸節側縁は
切れ込まない・・・・・・・・・・・・・・

  ・・・ Ianiropsis kinkaidi Richardson, 1904
 3 眼を持つ．大顎の臼歯状突起の先端は太く拡が
る．・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

 3 眼を持たない．大顎の臼歯状突起の先端は細く
狭まる．・・・・・・・・・・・・・・・・8

 4 第１触角に１本のフィラメント状の感覚毛を持
つ．腹尾節の側縁は鋸歯状．雄の第２胸肢は雌
より太く短い．・・・・・・・・・・・・・
・・・・Uromunna serricauda Müller, 1992

 4 第１触角に２本のフィラメント状の感覚毛を持
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つ．腹尾節の側縁に鋸歯はない．雌雄の第２胸
肢は同形．・・・・・・・・・・・・・・・5

 5 腹尾節の側縁に感覚毛を持つ．・・・・・・6
 5 腹尾節の側縁に感覚毛を持たない．・・・・7
 6 頭部の前縁は直線状．腹尾節の側縁に６-１１

対の感覚毛を持つ．腹尾節は前方近くで最大幅
となる．・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・ Munna avatshensis Gurjanova, 1936

 6 頭部の前縁はくぼむ．腹尾節の側縁に１-４対
の感覚毛を持つ．腹尾節は中央付近で最大幅と
なる．・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・ Munna stephenseni Gurjanova, 1933

 7 第２触角の鞭状部は９節前後からなる．雄第１
腹肢後端の側方突起は後方に伸長する．・・

  Munna japonica Shimomura & Mawatari, 2002
 7 ２触角の鞭状部は２６節前後からなる．雄第１

腹肢後端の側方突起は真横に伸長する．・・
・・・・・ Munna tenuipes Kussakin, 1962

 8 頭部の前縁中央はくぼみ，２葉に分かれる．腹
尾節は前方近くで最大幅となる．第５-７胸節
の基板の側方は２葉に分かれる．・・・・・

  Pleurogonium bifolium Shimomura & Mawatari, 
2001

 8 頭部の前縁中央はくぼまない．第５-７胸節の
基板の側方は２葉に分かれない・・・・・・9

 9 腹尾節の長さと幅はほぼ等長，後端は丸い．
  ・・ Pleurogonium angustum Kussakin, 1972
 9 腹尾節の長さと幅の比は，７：５，後端は尖る．

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10
 10 頭部から腹部までの背面に剛毛を持つ．頭部の

前縁は３葉に分かれる．第１-７胸節の基板が
背面から見える．・・・・・・・・・・・・

  Pleurogonium hispidum Shimomura & Mawatari, 
2001

 10 頭部から腹部までの背面に剛毛を持たない．頭
部の前縁は分かれない．第１，第４-７胸肢の
基板が背面から見えるが、第２-３胸肢の基板
は背面から見えない．・・・・・・・・・・

  Pleurogonium inerme orientale Kussakin, 1962
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